
小学部研究



これまでの研究成果
国語、算数、図画工作の授業について取り上げ、Gごとに単元計画、評価規準

を作成した。指導案を用いて授業ごとの振り返りを行い児童の学びの様子の共
有、評価としての行動の見取りなどを話し合っていった。

①単元のまとまりを意識でき、そのつながりについて教師が意識できるきっかけとなった。

②評価の段階を共有することにより教師間の児童の見方のずれがなくなった。

③授業者全員が個々の評価基準を共有することで指導体制の変化に対応でき、「いつも
の指導」が展開できた。

単元のねらいに準拠した授業づくりの大切さ、
授業のねらいに即した記録の作成の重要性



研究テーマ

「児童一人一人の確かな学びの実現に
向けて」

～指導計画の活用と授業改善～



今年度の研究にあたって・・・

・生活科などは指導内容が学習指導要領に記されているのに対
し、図工、体育は題材の選定から単元計画を悩むことがある。

・「日常生活の指導」にて指導すべき内容、生活科の授業とし
て指導する内容の整理を行いたい。

・自立活動の評価について、到達度が図りにくい。

・体育の授業について体の感覚的なところをどのように指導し
ていくか、伝え方に悩むことがある。またどのくらい支援でで
きるようになるか、その支援の手立てについても児童の実態に
即した手立てができているのか探っていきたい。

・小学部が行っている「集団国語算数」は低学年で基礎となる
力を個別学習の中で育み、高学年になり集団授業で発揮できる
ように取り組んでいる。実施して3年目となり成果と課題も見え
てきた。学部全体でその意義やあり方、身につけさせるべき力
などを話し合う段階に来たのではないか？



研究目標

• （１）集団国語算数の授業において身につけさせたい力を検討、
学部全体で共有し、児童一人一人の確かな学びへつなげて
いく。

• （２）児童の確かな学びに向けた単元計画、評価規準とその評
価方法、内容の妥当性について検討を行い、授業改善へつな
げる。

• （３）授業研究を通して、授業の質や教職員の授業力を向上さ
せる。また、評価方法や評価規準を全体で検討し、考えていく
ことにより教職員の子供の学びの見取り方や指導力を向上さ
せる。



研究経過
①国語算数の指導内容について、現在行っている学習を中心
に整理、学部で共有を図った。



研究実践① 「集団国語算数」のねらい

個別学習で培った知識や技能を活用し、人との関わりを通して生活
の中で生かせるように発展させたり身に付けたりする。」といったこ
とがある。つまり個別の学習で行っている内容を集団で形を変えて
行うことでこれまで培ってきた力を指導者や学習の場、教材や指導
方法が変化しても確実に活用できることを目指す。

すべての学習の基礎となる国語と算数の学習であるからこそ繰り返
しあらゆる方法で学習することで確実な定着を図ることができる

「確実な定着」とは「身に付けたことを生活や他教科の中で活
かす」「身に付けたことを人との関わりの中で活かす」こと

自立活動においても「人間関係の形成」「コミュニケーション」等について集団の中
で学ぶことが可能であると考えられる。主障害が知的障害であり、他の障害を併せ
有する児童については、同じ学習内容であれ、指導計画の中に位置づけ、適切な
ねらいに基づき活動している。



研究実践①
やまびこの小学部における「集団国語算数」の意義とは？

学部全体で話し合い共有した。

個別で行っている学習
を集団で行う意味は？

「集団」とは？

金曜日の午後に設定して
いるが、その意味は？

そもそも身につけさせた
い力は何か？

重複児童にとっての
「集団」国語算数と

は？
低学年と高学年を分
ける意味？段階的な

指導とは？



研究実践①
やまびこの小学部における「集団国語算数」の意義とは？

個別で培った力を集団
の中で発揮できる力に

つなげたい

安心して力を発揮
できる環境づくり

進学に向け、週終わりに心と
体を整える時間としたい

新たな知識・技能を獲得していくというよりも個別で
培った知識や技能を思考、表現、判断していきながら

学習できるように

自立活動としての取り組み、
いつもの仲間と少し違った
「集団」の中で力を発揮できる
力【コミュニケーション】【人間
関係の形成】課題設定、ねら
いは明確にしていくべき

低学年：対大人からの情報
高学年：大人を介さずに自分から情報を得ようとすることができる

CT,STの役割を明確にしておくこと、あくまで授業はCTがメインで情報を提供する。



研究実践②単元計画と評価

単元計画作成

（本校で活用されてい
るシートや特総研等の
支援シートにて）

評価規準を含めて計画を再考

評価基準にもとづいて個々
の評価、その共有、内容の

妥当性について

授業実践指導案の記録、
Formsなど活用

次時のねらい・手立て
等の確認

実態把握・大切にしたいこと授業改善のための
教材準備・研究



研究実践②集団国語算数１Gの取り組み

グループの概要
小学部4年生3名（男子3名）、5年生1名（男子1名）、6年生の1名（女子1名）の計5名
のグループ

国語の学習の様子

身近なものの名前がおおむねわかって、５０音も読むことができる。書くことは、鏡
文字になったり、「●○○の●」と拾い読みしたり等、文字の読み書きに間違いが
見られたりする。また、身近な言葉を読んだり、書いたりすることができる。名詞等
のものは言葉から想起できている様子もあるが、動詞や文、形容詞等は想起でき
ないものもあると思われる。絵本への関心はあり、友達と一緒に、全身を使って読
むことが好きである。



研究実践②集団国語１Gの取り組み

国語「まちがいまちにようこそ」
『まちがいまちにようこそ』は、ある家族が“まちがいまち”に引っ越すと
ころから物語が始まる。まちがいまちには、様々な間違いがある。例え
ば、家の屋根に「えんとつ」ではなく「えんぴつ」が立っている等、様々な
ものが、一文字違うだけの違うものになってしまうという言葉遊びの要素
を含んだユーモア溢れる内容である。
日常生活でも正解がわかっているけれど、「〇〇ではありません！」と
わざと言ってやりとりを楽しむ様子が、『まちがいまちにようこそ』の“まち
がい”を見つける学習につながるのではないかと考えた。そこから、「家
にえんぴつなんて変なの！」と絵本に興味をもった上で「一文字変わる
と言葉が変わっちゃう！」という言葉遊びの要素を楽しめるのではない
かと考えた。様々な言葉を知っている児童たちであるが、その言葉を構
成している文字に着目して、言葉を用いること自体を楽しむ姿が期待で
きるのではないかと考え設定をした。



研究実践②集団国語１Gの取り組み
国語「まちがいまちにようこそ」

家の屋根に「えんとつ」ではなく「えんぴつ」が立っている等、様々なものが、一文字違うだけの違うものになってしまうと
いう言葉遊びの要素を含んだユーモア溢れる内容である。
日常生活でも正解がわかっているけれど、「〇〇ではありません！」とわざと言ってやりとりを楽しむ様子が、『まちがい
まちにようこそ』の“まちがい”を見つける学習につながるのではないかと考えた。そこから、「家にえんぴつなんて変な
の！」と絵本に興味をもった上で「一文字変わると言葉が変わっちゃう！」という言葉遊びの要素を楽しめるのではない
かと考えた。様々な言葉を知っている児童たちであるが、その言葉を構成している文字に着目して、言葉を用いること自
体を楽しむ姿が期待できるのではないかと考え設定をした。



研究実践②集団国語１Gの取り組み



研究実践②集団国語１Gの取り組み



研究実践②集団国語１Gの取り組み



単語の一文字が変わ
ると別の言葉になるこ
との面白さを感じ、言
葉遊びができる。

いもほり
↓

いぬほり

教師からの問いに答
えるべきことは理解し
ているが…



2グループの小集団での
よりねらいをしぼった学習へ

A・C・E児グループ B・D児グループ

指
導
内
容

・これまでの学習の続きから、
様々なまちがい言葉を作る。

・「い〇をほる」という文ではなく、「い〇」という単
語を考えることに絞って発問する。難しい場合は、
ヒントとなるイラストを提示したり、教師が例示を
示したりする。

・単語が出揃ったら「をほる」という動詞を付け加
え、正しい言葉は〇、まちがい言葉は×と記して
いく。

児
童
の
様
子

・「まちがいまち」の意図を感
じながら思いついた言葉を
発言しあっている。

・自分が作った言葉のみな
らず、友達が作ったまちがい
言葉に対しても決まり文句
を通してやり取りをしたり、
笑いあったりしている。

・正しい「いも」という言葉はすぐに出てきた。そ
の後教師とやり取りをする中で、いくつかのまち
がい単語が出てきた。

・Ｂ児はヒントのイラストを見たがっていた。自分
から考えるよりもヒントから正解（求められている
こと）を導き出したい様子が見られた。

・Ｄ児は学習の意図を感じながらいくつか〇に入
る文字を考え出していた。

・二人に共通して単語に動詞を結び付けてそれ
を〇と×に分けることはおおむねできていたが、

その結果について自ら「まちがい！まちがい！」
と言ったり、面白さを感じている表情が見られた
りすることはあまり見られなかった。



２Gに分けた結果… それぞれの実態や課題に
沿った児童同士のやり取り
や、児童にとって考えやすい
であろう方法を工夫すること
で少しずつ授業のねらいに

迫ることができた。

これまで教師が動作やおどけた表
現をしながら「ね、何か変だよ
ね？」と言葉のまちがいの面白さ
を児童に訴えてきたときにはあまり
反応が見られなかったが、子供た
ち同士が盛り上がり、笑いあう環
境の中ではB児D児の表情にも変
化が見られる様子がみられた。

集団の力・集団で授
業を行う意義



まとめ
学習評価の妥当性を高めるため

・単元計画表の評価計画により評価の観点における評価を実施する。
・内容のまとまりの目標から、必要に応じて単元での目標を設定する。
・目標（単元の目標を含む）より評価基準を作成する。評価規準は、客観的
に評価できるように具体的な行動をもって評価できるようにする。
・評価する際は（ルーブリック、パフォーマンス、エピソード記録 自己評価）
等の資料をもとに評価の根拠を確認しながら評価していく。評価日までに、
全体の評価規準にそぐわない場合は、評価規準の再設定を行う。（実態把
握が実際に異なっていた場合などが想定される）
・評価しながら、話し合いに出た内容や授業での様子を、個別の指導計画
の今後の課題等に記載していく。
・評価は単元計画表の評価計画に基づく評価日、評価会議日に実施する。

→授業評価をあわせて行うことにより授業を重ねるごとに、授業構成が明
確になり教材や支援の内容を簡潔に打ち合わせることができるようになっ
てきた。授業を評価することで次回への指導へとつながりがもてる。
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授業評価の視点

①実態把握の重要性
実態把握が不十分であると評価規準を再考する必要がある
ことに留意する！

②授業記録の方法
授業のスタイルに合わせて、必要な方法でより整理された記
録を！

③評価規準の設定
具体的な行動を評価規準に取り入れる！

④他授業との連携
他授業の評価規準を参考にしていくことも有効である。
また、授業間で行動の様子などを伝えあうことも必要である。ま
た、授業の目標により、有効な学習グループを再検討する。



授業にかかわった教師が児
童の様子を多面的にとらえ、
それを共有し、広い視野で児
童の見取り方の幅を広げるこ
とがより妥当性の高い評価に
つながる



授業を行いながら細かな軌道修

正を行い、指導方法の工夫、必要に
応じて小グループや個別の対応など
が必要な場面が出てくる。そのよう
なときには児童に合う方法を関わる
教師同士が話し合う中で、柔軟に変
化させること



書くことで考えがまとまることや一覧で様々な視点
や考えを見渡せる良さがあり、観点を絞った考え
方につなげられる利点がある。

動画を活用しながらの教師間のやり取り、他の授業や日
常生活での様子やその児童のものの考え方などについ
て多くの教師からの多角的な見取りや考えを共有し、一
つの方向に向けて授業づくりを行い、児童の実態を的確
に把握することにつなげることもまた重要である

新しいものを取り入れつつ、いつも児童を中心に置
いた授業を展開することを忘れずに、チームで授業
づくりをすること


